
 

 

 

 

令和４年１１月３０日(水)に「ろう・難聴幼児保護者の情報交換会」をオンラインで実施しました。 

ご家庭でのコミュニケーション方法はどうしているか、子育てで困っていることは何か、就学に向けての準

備など、ご家庭での様子や悩み事などをお互いに話し合いました。また、「うちではこうしているよ」「ここが

大変だった」など色々な経験もたくさんお話していただきました。 

日頃感じていることや他の家庭ではどうしているのかな？ということを、この機会を通して知ることができ

たら嬉しく思います。 

 

【実際に出た話題（一部）】 

□手話や指文字はどうやって覚えている？ 

→指文字表をトイレに貼っている。SNSを見ながら楽しく一緒に覚えたりしている。 

興味をもつことやその子のペースに合わせることが大切。 

□「さ行」や「は行」が入っている分かりにくい言葉はどうやって教えている？ 

→日記を書かせることが大事と言われて、日記を書かせている。文字にすることで、間違って覚えている

言葉が分かるので、修正している。 

□スイミング教室に通わせたいが、補聴機器を外すので、聞こえなくなってしまい、できるかな？と心配。 

どうしている？ 

→コーチが理解してくれているので、外しても安心して通っている。 

少人数のところに通っている。 

聞こえにくいことを自分から話している子もいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加された方々からの感想】 

○聴覚障害の子供を持つお母さんたちと集まって話し合うことは、今のご時世なかなか難しい 

ので、情報交換会はありがたかったです。 

 

○小学校に上がってからも新たな悩みが出て来ると思うので、その時また情報交換会をやって

ほしいです。 

 

○事前に質問した回答がとても良かったので、深く聞きたかったです。 
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